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１２月１１日（火）円田小学校にて福祉教育を実施し
手話を学びました（詳細は７ページ）
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（敬称略／平成３０年９月１日～平成３０年１２月７日現在）
～次の方々から温かいご寄付を頂きました～

あたたかい善意　 ありがとうございますあたたかい善意　 ありがとうございます♥

寄　　付

黄金川温泉

新任民生委員・
児童委員紹介

「ゆ～ゆう祭り」開催！

物品預託

払い出し
町内の寝たきり高齢者の方や在宅福祉事業にて紙おむ
つ、タオル、布団等を払い出し致しました。

●４～５ページ
カメラだより

●２～３ページ
年頭所感

●６ページ
赤い羽根募金実績

●７ページ
ボランティアセンターだより

●８ページ
寄付金他

志村陸二（沢内）……………………………… ５，０００円
やすらぎホールしろいし蔵王（白石） …… ３１，８００円
佐藤邦夫（曲竹北）…………………………１００，０００円
大谷啓一（宮）………………………………１００，０００円
みやぎ仙南農業協同組合
蔵王地区女性部（円田中）…………………  １０，０００円
丹野則夫（宮司）……………………………  ５０，０００円

（株）サンべンディング東北（仙台）………… １，８３６円

安藤登紀子（小妻坂）…………………………… 座布団
清水敬子（遠刈田）…………………… 敷パット毛布他
匿名希望……………………………… タオル・手ぬぐい
匿名希望……………………………………… 紙おむつ

場　所

日　時 平成３１年１月１０日（木）
午前９時より午後２時まで

黄金川温泉白鳥荘

当日は、入浴や大広間の無料
開放をはじめ、豚汁等の販売、
ビンゴ大会なども予定してい
ます。皆さん是非、白鳥荘へお
越し下さい。

お問い合わせお問い合わせ

黄金川温泉白鳥荘 ☎0224-32-3960

No.81

蔵王町には「蔵王町社会福祉協議会
訪問看護ステーション」があります

サービス
内容

お申込方法

●健康状態観察
●経管栄養や床ずれなどの医療的処置
●リハビリテーション
●内服管理　　●介護・看護の相談
●在宅点滴療法等

かかりつけ医又は、訪問看護ステーション担当
ケアマネジャー・保健師にご相談ください。

就任日
平成３０年１０月１５日～

蔵王町社会福祉協議会
評議員視察研修会

前任者：南裕さん

佐 藤 洋 二さん（永野）

利用者さまに寄り添った訪問看護を提供します。

訪問看護ス
テーション紹介

　９月２６日（水）から１泊２日で蔵王町社会福祉協

議会の評議員を対象に山形県鶴岡市方面に視察研

修へ行ってまいりました。鶴岡市社協にて指定管理

等で受託されている介護保険の関係施設や、同じく

指定管理で受託されている宿泊温泉施設「福祉休養

ホーム樹海荘」を視察し、今後の事業展開に向け、良

いヒントが得られた研修会となりました。

⑧福祉



蔵王町

福祉学習（手話）

「七日原長寿会」
助け合い隊

　１１月２１日（水）、蔵王町ボランティア連絡協議会の

移動研修会が開催され、今年は、平成２０年６月の岩手・

宮城内陸地震にて甚大な被害のあった栗原市栗駒へ行き、

栗駒山麓崩落地の地形など、防災について学びました。

　岩手・宮城内陸地震において発生した日本最大級の

地滑り地である荒砥沢ダムの見学では自然の驚異を目

の当たりにし「自然災害との共生」をいかにしていくか、

そこでボランティアとして何が出来るのか、改めて考え

る重要な機会となり、ボランティアの皆さんにとって、実

りある研修会となったようです。

　１２月１１日（火）円田小学校５年

生を対象に福祉学習の一環で手話の勉

強をしました。講師に仙台大学職員の佐々木琢磨さんをお招

きし、楽しみながら学習しました。

　佐々木さんは聴覚障害者のスポーツの祭典「デフリンピッ

ク」４×１００mリレーにて金メダルを獲得しました。２０１９

年３月にエストニア（北欧）で行われる第１回世界ろう者室

内陸上競技選手権でのメダル獲得が期待されています。

　七日原長寿会では「助け合い隊」を作り、平成３０年５
月から活動を開始。日常的な、ちょっとした困りごと（電球
交換や片付け等）に対しボランティアでお助け活動をし
ています。
　毎月１回のお茶飲み会を開催し、おしゃべりを通じて悩
み事相談。できる事であれば、お助け！ その他にもグラウ
ンドゴルフや花植え活動なども行ってます。
　会員の皆さんは「助け合いをするもされるも高齢者」

「困ったときはお互いさま」の気持ちで活動をしているよ
うです。今後の活躍に注目です。

　１０月の蔵王町産業まつり会場において蔵王

高校生、民生委員、ボランティアのご協力のも

と募金活動を実施しました。ご協力頂いた皆様

に感謝申し上げます。

ガイドさんに面白く丁寧な説明をして頂きました

赤い羽根募金 実 績 報告

産業まつり
　今年度は宮城県共同募金会より蔵王町にテントが

贈呈されました。このテントは、２９年度にご協力

いただいた赤い羽根募金より配分されています。

　沢内行政区、山ノ入行政区へテントが贈呈され、

地区の運動会や行政区のイベント等にて活用されま

した。

テントの贈呈

平成30年度

平成30年度 赤い羽根共同募金運動実績報告 平成30年12月17日現在(単位：円)

曲 竹 南

曲 竹 北

矢 附

塩 沢

永 野

永 野 西

円 田 入

円 田 表

円 田 中

北 境

東 根

平 沢

新 町

山 ノ 入

小 村 崎

宮

沢 内

宮 司

向 山

遠 刈 田

北 山

小 妻 坂

七 日 原

そ の 他

行政区名 行政区名

４６，０００

６９，０００

５０，０００

４６，５００

１１９，５００

４０，５００

３９，０００

４１，０００

４０，５００

３６，０００

４２，５００

７４，０００

寄せられた募金

２６，０００

３８，０００

６６，０００

１５７，０００

１３１，０００

８８，０００

８９，５００

１４２，５００

３３，０００

９０，０００

１２２，５００

１７０，６０９

寄せられた募金 備　　考　　欄

＊その他内訳（敬称略・順不同）

学校募金
宮小学校 ……………… 5,159円
平沢小学校 …………… 8,433円
遠刈田小学校 ………… 1,037円
円田小学校 …………… 6,742円
宮中学校 ……………… 2,574円
小　計 …………………23,945円

協力店募金
黄金川温泉 …………… 3,539円
さんさ亭 …………………  434円
三治郎旅館 ………………  993円
さとうストアー ……… 7,308円
小　計 ………………  12,274円

一般募金

募金総額 1，798，609円

社協及び役場職域募金…25,662円
蔵王町産業まつり募金

……………………… 108,728円
小　計 ……………… 134,390円

募金活 動

円田小学校

移動研修会
ボランティア連絡協議会
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活動紹介
ボランティア

⑥福祉⑦ 福祉

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
中
は
蔵
王
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
事
業
活
動
に
対
し
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
事
に
心
よ
り
厚
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
運
営
と
、

質
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
近
年
高
齢
化
社
会

が
進
む
に
つ
れ
、
現
代
の
世
相
を
反
映
し
た
地
域
社
会

に
お
け
る
新
た
な
支
え
あ
い
を
創
造
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
活
困
窮
者
支
援
法
を
は
じ
め
、

一
連
の
新
法
制
度
の
改
正
は
こ
う
し
た
支
援
の
在
り
方

を
は
っ
き
り
と
示
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
も
ご
承
知
の
よ
う
に
少
子
高
齢
化
社
会
、
又
は

核
家
族
化
、
そ
し
て
認
知
症
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
等
、

高
齢
者
世
帯
の
生
活
支
援
の
在
り
方
に
も
大
変
深
刻
な

対
応
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
基
本
理
念
と
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
と
の
連
携

強
化
を
さ
ら
に
深
め
な
が
ら
各
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
本
年
も
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
か
り
し
事
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。ま
た
、
日
頃
よ
り
本
町
の
保
健
福
祉
行
政
に

対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
り
単
身

世
帯
や
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い
く
中
で
、
人
々
の
生
活
ス

タ
イ
ル
や
価
値
観
も
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地

域
共
生
社
会
の
実
現
を
は
か
っ
て
い
く
方
向
性
を
明
確
に

し
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
増
加
や
地
域
へ

の
関
心
の
低
下
等
に
よ
り
、
地
域
活
動
が
停
滞
す
る
な
ど
の

課
題
が
み
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
町
民
や
地
域
で
活
動
す
る
各
種
団
体
、

事
業
者
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
地
域

全
体
で
共
に
支
え
合
い
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
の
指
針
と
し
て
「
地
域
福
祉
計
画
」
を

新
た
に
策
定
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
取
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
町
内
介
護
保
険
事
業
所
に

よ
り
、障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、町
民
が
集
い
、支
え
あ

え
る
場
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」
が
各
地
域
で
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
蔵
王
あ
が
ら
い
ん
か
ふ
ぇ（
旧
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
所
）」
に
お
い
て
は
、
昨
年
作
成
い
た
し
ま
し
た
「
ざ
お

う
元
気
体
操
」
の
D
V
D
を
活
用
し
な
が
ら
町
民
の
自
主
活

動
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
や
認
知
症
予
防
教
室
な
ど

が
開
催
さ
れ
、
年
々
参
加
者
も
増
え
て
き
て
お
り
、
健
康
づ

く
り
や
介
護
予
防
を
実
践
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
行
政
の
役
割
と
し
て
、
町
民
や
地
域
の
団
体
、
事
業
者
等

が
行
う
取
組
み
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
が
協
働
し
て
地
域
づ
く
り
を
行
え
る
よ
う
な
基
盤

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。町
民
の
皆
様
が
心
身
と
も
に

健
康
で
幸
せ
の
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
民
の
た
め
に
、

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
ま
す

み
ん
な
で
共
に
創
る
、

　
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
指
し
て

蔵
王
町
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長

伊

藤

重

富

謹
ん
で
新
春
の

　
お
喜
び
を

　
　
申
し
上
げ
ま
す

会

　

長

副

会

長

〃

理

　

事

〃〃〃〃〃〃〃〃

監

　

事

〃〃

統
括
局
長

統
括
次
長

他

伊
　
藤
　
重
　
富

山
　
家
　
昭
　
夫

我
　
妻
　
洋
　
子

芦
　
立
　
信
　
介

佐
　
藤
　
長
　
成

阿
　
部
　
雄
一
郎

佐
　
藤
　
一
　
夫

佐
　
藤
　
清
　
悦

佐
　
藤
　
豊
　
美

竹
　
花
　
純
　
榮

山
　
岸
　
秀
　
一

佐
　
藤
　
由
利
子

樋
　
口
　
俊
　
彦

平
　
間
　
　
　
博

佐
　
藤
　
勝
　
雄

我
　
妻
　
　
　
敦

我
　
妻
　
伸
一
郎

職
　
員
　
一
　
同

蔵
　
王
　
町
　
長

村

上

英

人

評
　
議
　
員

我
妻
　
文
雄
・
我
妻
　
　
仁

我
妻
　
正
美
・
佐
藤
　
美
道

佐
藤
　
宗
一
・
會
田
　
光
男

小
嶋
　
　
積
・
小
島
　
一
利

秋
保
　
英
俊
・
樋
口
喜
久
雄

平
沢
　
一
則
・
村
上
　
貞
二

佐
藤
　
晃
一
・
村
上
　
敏
幸

佐
藤
　
義
信
・
齋
藤
　
　
貢

長
岡
　
　
滋
・
鈴
木
　
　
剛

大
沼
　
廣
志
・
斎
藤
　
孝
吉

村
上
　
成
尾
・
黒
井
　
榮
作

我
妻
　
直
子
・
我
妻
　
幸
一

佐
藤
　
則
之
・
熊
坂
　
　
稔

八
島
　
敏
次
・
御
田
　
哲
男
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蔵王町

福祉学習（手話）

「七日原長寿会」
助け合い隊

　１１月２１日（水）、蔵王町ボランティア連絡協議会の

移動研修会が開催され、今年は、平成２０年６月の岩手・

宮城内陸地震にて甚大な被害のあった栗原市栗駒へ行き、

栗駒山麓崩落地の地形など、防災について学びました。

　岩手・宮城内陸地震において発生した日本最大級の

地滑り地である荒砥沢ダムの見学では自然の驚異を目

の当たりにし「自然災害との共生」をいかにしていくか、

そこでボランティアとして何が出来るのか、改めて考え

る重要な機会となり、ボランティアの皆さんにとって、実

りある研修会となったようです。

　１２月１１日（火）円田小学校５年

生を対象に福祉学習の一環で手話の勉

強をしました。講師に仙台大学職員の佐々木琢磨さんをお招

きし、楽しみながら学習しました。

　佐々木さんは聴覚障害者のスポーツの祭典「デフリンピッ

ク」４×１００mリレーにて金メダルを獲得しました。２０１９

年３月にエストニア（北欧）で行われる第１回世界ろう者室

内陸上競技選手権でのメダル獲得が期待されています。

　七日原長寿会では「助け合い隊」を作り、平成３０年５
月から活動を開始。日常的な、ちょっとした困りごと（電球
交換や片付け等）に対しボランティアでお助け活動をし
ています。
　毎月１回のお茶飲み会を開催し、おしゃべりを通じて悩
み事相談。できる事であれば、お助け！ その他にもグラウ
ンドゴルフや花植え活動なども行ってます。
　会員の皆さんは「助け合いをするもされるも高齢者」

「困ったときはお互いさま」の気持ちで活動をしているよ
うです。今後の活躍に注目です。

　１０月の蔵王町産業まつり会場において蔵王

高校生、民生委員、ボランティアのご協力のも

と募金活動を実施しました。ご協力頂いた皆様

に感謝申し上げます。

ガイドさんに面白く丁寧な説明をして頂きました

赤い羽根募金 実 績 報告

産業まつり
　今年度は宮城県共同募金会より蔵王町にテントが

贈呈されました。このテントは、２９年度にご協力

いただいた赤い羽根募金より配分されています。

　沢内行政区、山ノ入行政区へテントが贈呈され、

地区の運動会や行政区のイベント等にて活用されま

した。

テントの贈呈

平成30年度

平成30年度 赤い羽根共同募金運動実績報告 平成30年12月17日現在(単位：円)

曲 竹 南

曲 竹 北

矢 附

塩 沢

永 野

永 野 西

円 田 入

円 田 表

円 田 中

北 境

東 根

平 沢

新 町

山 ノ 入

小 村 崎

宮

沢 内

宮 司

向 山

遠 刈 田

北 山

小 妻 坂

七 日 原

そ の 他

行政区名 行政区名

４６，０００

６９，０００

５０，０００

４６，５００

１１９，５００

４０，５００

３９，０００

４１，０００

４０，５００

３６，０００

４２，５００

７４，０００

寄せられた募金

２６，０００

３８，０００

６６，０００

１５７，０００

１３１，０００

８８，０００

８９，５００

１４２，５００

３３，０００

９０，０００

１２２，５００

１７０，６０９

寄せられた募金 備　　考　　欄

＊その他内訳（敬称略・順不同）

学校募金
宮小学校 ……………… 5,159円
平沢小学校 …………… 8,433円
遠刈田小学校 ………… 1,037円
円田小学校 …………… 6,742円
宮中学校 ……………… 2,574円
小　計 …………………23,945円

協力店募金
黄金川温泉 …………… 3,539円
さんさ亭 …………………  434円
三治郎旅館 ………………  993円
さとうストアー ……… 7,308円
小　計 ………………  12,274円

一般募金

募金総額 1，798，609円

社協及び役場職域募金…25,662円
蔵王町産業まつり募金

……………………… 108,728円
小　計 ……………… 134,390円

募金活 動

円田小学校

移動研修会
ボランティア連絡協議会
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⑥福祉⑦ 福祉

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
中
は
蔵
王
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
事
業
活
動
に
対
し
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
事
に
心
よ
り
厚
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
運
営
と
、

質
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
近
年
高
齢
化
社
会

が
進
む
に
つ
れ
、
現
代
の
世
相
を
反
映
し
た
地
域
社
会

に
お
け
る
新
た
な
支
え
あ
い
を
創
造
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
活
困
窮
者
支
援
法
を
は
じ
め
、

一
連
の
新
法
制
度
の
改
正
は
こ
う
し
た
支
援
の
在
り
方

を
は
っ
き
り
と
示
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
も
ご
承
知
の
よ
う
に
少
子
高
齢
化
社
会
、
又
は

核
家
族
化
、
そ
し
て
認
知
症
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
等
、

高
齢
者
世
帯
の
生
活
支
援
の
在
り
方
に
も
大
変
深
刻
な

対
応
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
基
本
理
念
と
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
と
の
連
携

強
化
を
さ
ら
に
深
め
な
が
ら
各
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
本
年
も
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
か
り
し
事
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。ま
た
、
日
頃
よ
り
本
町
の
保
健
福
祉
行
政
に

対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
り
単
身

世
帯
や
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い
く
中
で
、
人
々
の
生
活
ス

タ
イ
ル
や
価
値
観
も
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地

域
共
生
社
会
の
実
現
を
は
か
っ
て
い
く
方
向
性
を
明
確
に

し
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
増
加
や
地
域
へ

の
関
心
の
低
下
等
に
よ
り
、
地
域
活
動
が
停
滞
す
る
な
ど
の

課
題
が
み
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
町
民
や
地
域
で
活
動
す
る
各
種
団
体
、

事
業
者
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
地
域

全
体
で
共
に
支
え
合
い
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
の
指
針
と
し
て
「
地
域
福
祉
計
画
」
を

新
た
に
策
定
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
取
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
町
内
介
護
保
険
事
業
所
に

よ
り
、障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、町
民
が
集
い
、支
え
あ

え
る
場
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」
が
各
地
域
で
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
蔵
王
あ
が
ら
い
ん
か
ふ
ぇ（
旧
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
所
）」
に
お
い
て
は
、
昨
年
作
成
い
た
し
ま
し
た
「
ざ
お

う
元
気
体
操
」
の
D
V
D
を
活
用
し
な
が
ら
町
民
の
自
主
活

動
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
や
認
知
症
予
防
教
室
な
ど

が
開
催
さ
れ
、
年
々
参
加
者
も
増
え
て
き
て
お
り
、
健
康
づ

く
り
や
介
護
予
防
を
実
践
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
行
政
の
役
割
と
し
て
、
町
民
や
地
域
の
団
体
、
事
業
者
等

が
行
う
取
組
み
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
が
協
働
し
て
地
域
づ
く
り
を
行
え
る
よ
う
な
基
盤

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。町
民
の
皆
様
が
心
身
と
も
に

健
康
で
幸
せ
の
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
民
の
た
め
に
、

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
ま
す

み
ん
な
で
共
に
創
る
、

　
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
指
し
て

蔵
王
町
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長

伊

藤

重

富

謹
ん
で
新
春
の

　
お
喜
び
を

　
　
申
し
上
げ
ま
す

会

　

長

副

会

長

〃

理

　

事

〃〃〃〃〃〃〃〃

監

　

事

〃〃

統
括
局
長

統
括
次
長

他

伊
　
藤
　
重
　
富

山
　
家
　
昭
　
夫

我
　
妻
　
洋
　
子

芦
　
立
　
信
　
介

佐
　
藤
　
長
　
成

阿
　
部
　
雄
一
郎

佐
　
藤
　
一
　
夫

佐
　
藤
　
清
　
悦

佐
　
藤
　
豊
　
美

竹
　
花
　
純
　
榮

山
　
岸
　
秀
　
一

佐
　
藤
　
由
利
子

樋
　
口
　
俊
　
彦

平
　
間
　
　
　
博

佐
　
藤
　
勝
　
雄

我
　
妻
　
　
　
敦

我
　
妻
　
伸
一
郎

職
　
員
　
一
　
同

蔵
　
王
　
町
　
長

村

上

英

人

評
　
議
　
員

我
妻
　
文
雄
・
我
妻
　
　
仁

我
妻
　
正
美
・
佐
藤
　
美
道

佐
藤
　
宗
一
・
會
田
　
光
男

小
嶋
　
　
積
・
小
島
　
一
利

秋
保
　
英
俊
・
樋
口
喜
久
雄

平
沢
　
一
則
・
村
上
　
貞
二

佐
藤
　
晃
一
・
村
上
　
敏
幸

佐
藤
　
義
信
・
齋
藤
　
　
貢

長
岡
　
　
滋
・
鈴
木
　
　
剛

大
沼
　
廣
志
・
斎
藤
　
孝
吉

村
上
　
成
尾
・
黒
井
　
榮
作

我
妻
　
直
子
・
我
妻
　
幸
一

佐
藤
　
則
之
・
熊
坂
　
　
稔

八
島
　
敏
次
・
御
田
　
哲
男

②福祉③ 福祉



皆さんの活動を
地域に発信

☎ ３３－２９４０

　カメラだよりでは、社協の事

業や社協の関わる事業、その他、

地域の皆さんの活動を写真にて

ご紹介していきます。

　掲載を希望される方は社協に

ご相談・ご連絡下さい。

北境地区のご近所さん。毎日、午後の決まっ
た時間に集まって井戸端会議。帰宅する小中
学生の見守りにもつながっています。

地域に出向いて、
様々な活動に参加してお元気な高齢者の方 と々出会ってきました。これからもどんどん地域におじゃまします。見かけたら、ぜひ声を掛けてください。

ご長寿早押しグランプリ
蔵王地区予選開催

にこにこボッチャ体験会Ⅱ
身障協会・青年会との交流

県シニアスポーツ大会出場！

グラウンドゴルフ選手

永野永寿会の皆さんが
永野保育所へ餅つき体験の協力

宮地区老連の皆さんが
宮小学校にゲートボール指導へ

ＪＡ女性部の皆さんが社協デイサービス利用者の皆
様へ歌と踊りを披露

毎年行っており、年 バ々ージョンアップ！社協への寄付もいただきました。

円田入行政区防災訓練、
社協では子ども向けに
防災ゲームの提供で協力

だより

ゲートボールチームペタンクチーム

子どもたちから嬉しいお土産を
いただきました。

特集！

おめでとうございます

生活支援
コーディネーター

ここでは小野生活支援コーディネーターがみつけた、地域の活動を紹介していきます。

「小浜川原お茶飲み会」での創作活動の様子。
11 月 12 日、三谷寺で初めての展示会を開きました。

全国社会福祉大会
◆全国社会福祉協議会会長表彰
　民間社会福祉団体功労表彰……………我妻 洋子 様（宮）

第６４回宮城県社会福祉大会
◆宮城県共同募金会会長表彰
　奉仕功労者表彰………………………… 山家 昭夫 様（向山）

　　　　　　　　………………………… 村上 成尾 様（山ノ入）

　奉仕功労者感謝状……………………… 平沢 一則 様（平沢）

◆宮城県民生委員児童委員協議会会長表彰
　永年勤続民生委員児童委員表彰………鹿島 松子 様（小村崎）

◆宮城県身体障害者福祉協会会長表彰
　更生援護功労者表彰…………………… 小野 耕平 様（宮司）

　内助功績者表彰………………………… 小野 栄子 様（宮司）

第３９回宮城県老人クラブ大会
◆宮城県老人クラブ連合会会長表彰
　老人福祉事業功労者…………………… 佐藤 正隆 様（平沢）

「草木染・とし子工房」の作品展示会を見学
～山水苑「ひぐらしの館」にて～

県社会福祉大会の出席者

更生援護功労者表彰を
受けられた小野さんご夫妻

石巻かなんホールを会場に
県老人クラブ大会が行われました

小野さんが行く！

受賞

④福祉⑤ 福祉


